
・朝の欠席連絡の電話対応が減り、慌ただしさは減ったが、保護者との

つながりが希薄にならないようにしなくてはならない。

・各個人がしっかりと「Classroom」等を確認する重要性が増した。

概  要

①朝の欠席連絡に「テトル」を導入

②日報や連絡事項等に「Classroom」を活用し情報を共有

③行事の反省、学校評価等に「GoogleForms」の導入

④デジタルドリル導入

⑤名簿の整理をC4THで作成、一元管理

取組効果

・朝の欠席連絡の電話対応が減り、朝の慌ただしさは減少した。

・「Classroom」を活用し情報を共有できたことによって、職員朝会を

廃止し、その時間を教室での児童把握にあてることができた。

・「GoogleForms」の導入することによって、アンケート等の集計作業

にかかる時間が激減した。

課  題

学校名：江別市立江別第一小学校（学級数２２学級 児童生徒数４３６人）管内 石狩

事例項目 ICTの活用

画像添付２画像添付１
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・欠席アプリと校務支援システムが連携していなく、入力に手間がかかる。

・Google、校務支援システムやサイボウズ等、情報共有のツールが多く、煩雑に

なっている。

概  要

①欠席連絡をマチコミで把握し、欠席・遅刻・早退をスプレッドシートに入力して

共有

②日報はグーグルカレンダーを活用

③学級、学年、教科、委員会、部活動等での生徒への連絡、分掌部会・学年部会等

での職員への資料配付や情報共有にクラスルームを活用

④職員会議はドキュワークスを活用

⑤文書の受付・管理でドキュワークスを活用(管理職と事務職員間)

⑥教育活動の振り返りや各種アンケート、学校評価等はグーグルフォームで実施

⑦保護者懇談等で、勤務時間内に来校できない場合は、勤務時間内にオンラインで

実施できる体制を整えている。

取組効果

・ペーパーレス化が進み、印刷・配付の手間がなくなった。

・文書の受付・管理をドキュワークスにより電子化したことが大きな負担軽減と

なった(管理職と事務職員間)

・情報共有やアンケート集計等が瞬時に行えるようになった。

・欠席アプリの導入や保護者懇談の時間設定等を通して、教員の勤務時間を周知す

ることで、少しずつ保護者の意識を変えることにつながっている。

課  題

学校名：（千歳市立向陽台中学校 学級数8学級 児童生徒数177人）管内 石狩

事例項目 ICT活用の推進

画像添付２画像添付１
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